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ま
た
、
本
年
は
「
一
人
ひ
と
り
の
幸

せ
を
み
ん
な
で
紡
い
で
実
現
で
き
る
ま

ち…

綾
部
」
を
将
来
都
市
像
と
す
る
第

６
次
綾
部
市
総
合
計
画
の
前
期
５
カ
年

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
後
期
５
カ
年
へ

つ
な
ぐ
、
重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

不
確
実
な
時
代
に

地
に
足
の
着
い
た「
綾
部
創
生
」を

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
世
界
各
国

で
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
、
我
が

国
で
も
昨
年
、
新
内
閣
が
発
足
。
国
内

外
と
も
に
流
動
的
な
情
勢
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
み
、
人
手
不

足
や
社
会
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
賃
上
げ
や
設
備
投

資
の
増
加
な
ど
、
経
済
情
勢
に
は
改
善

の
兆
し
も
あ
り
ま
す
が
、
燃
料
・
資
材

価
格
の
高
騰
や
人
材
不
足
が
中
小
企
業

な
ど
地
方
経
済
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
不
確
実
で
不
透
明
な

時
代
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
基
礎
的

自
治
体
と
し
て
、
状
況
を
的
確
に
見
極

め
、
主
体
性
と
創
造
性
を
持
っ
て
地
に

足
の
着
い
た
「
綾
部
創
生
」
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
状
況
下
で

持
続
可
能
な
予
算
を
編
成

本
市
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、

「
医
」「
職
」「
住
」「
教
育
・
情
報
発
信
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
種
施
策
を
展
開
。

安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
、
課
題
を
先

送
り
し
な
い
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

本
市
の
財
政
は
、
令
和
５
年
度
決
算

ま
で
６
年
連
続
で
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
を
回
避
し
ま
し
た
が
、
人
件
費

や
医
療
・
福
祉
関
係
経
費
の
増
加
、
物

価
高
騰
の
影
響
で
財
政
需
要
が
増
え
、

市
債
残
高
も
増
加
。
依
然
と
し
て
、
厳

い
に
し
え
か
ら
の
歴
史
を

未
来
へ
継
承

本
年
は
、
綾
部
市
が
昭
和
25
年
８
月

１
日
に
市
制
を
施
行
し
て
75
周
年
。
三

四
半
世
紀
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
い
に

し
え
の
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

脈
々
と
続
い
て
き
た
長
い
歴
史
を
鑑
み

る
と
、
今
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
ま
ち

を
未
来
に
継
承
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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令和７年度市政運営方針

幸福度と満足度の向上へ
　令和７年度の予算などを審議する市議会３月定例会が、２月25日に開会。山崎善也市長は
この日、新年度の市政運営方針を次のとおり述べました。

所信を述べる山崎市長＝２月25日、本会議で
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で
す
。
ま
た
、
新
た
な
綾
部
市
創
生
総

合
戦
略
の
ほ
か
、
人
権
か
が
や
き
プ
ラ

ン
、
あ
や
べ
っ
子
す
こ
や
か
プ
ラ
ン
、

地
域
福
祉
計
画
、水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
、

地
域
計
画
な
ど
の
計
画
期
間
も
ス
タ
ー

ト
。
加
え
て
、
令
和
８
年
度
以
降
の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
６
次
綾
部

市
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定

作
業
も
進
め
ま
す
。

人
口
減
少
「
緩
和
策
」
と

「
適
応
策
」
で
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

全
国
的
に
も
人
口
の
減
少
基
調
が
顕

著
と
な
る
中
、
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク

（
賢
く
縮
む
）
の
考
え
の
下
、
移
住
・

定
住
施
策
を
は
じ
め
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
安
心
し
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
い
っ
た
人
口
減
少
の
「
緩

和
策
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
機
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

や
効
率
的
な
行
財
政
運
営
、
Ｄ
Ｘ
の
推

進
の
ほ
か
、
地
方
都
市
の
機
能
維
持
に

欠
か
せ
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
、
多
文
化
共
生
な
ど
、
人
口
減
少

社
会
へ
の「
適
応
策
」と
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
ス
に
よ
る
施
策
展
開
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
幸
福
度
や
満
足
度
を
高
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、

財
政
規
律
を
保
ち
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を

持
っ
て
市
政
の
か
じ
取
り
を
行
い
ま

す
。市

制
施
行
75
周
年
の
節
目
と
し
て
、

改
め
て
現
在
の
本
市
の
姿
を
つ
く
り
上

げ
て
き
た
先
人
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、

今
を
担
う
私
た
ち
の
責
任
で
、
次
世
代

に
う
ま
く
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
け
る
よ

う
「
オ
ー
ル
綾
部
」
で
尽
力
し
ま
す
。

「
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
」、
旧
綾
部
幼

稚
園
を
活
用
し
た
「
こ
ど
も
発
達
支
援

施
設
」、旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
「
新

都
市
公
園
・
あ
や
パ
ー
ク
」の
ほ
か
、「
西

部
地
域
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防

災
拠
点
施
設
」
が
順
次
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
に
も
配
慮
し
た
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
完
了
す
る
見
込
み

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
や
経

費
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
国
・

府
補
助
金
や
過
疎
対
策
事
業
債
等
の
地

方
債
を
積
極
的
に
活
用
。
一
方
で
、
貴

重
な
基
金
も
大
幅
に
取
り
崩
し
て
お

り
、
厳
し
い
調
整
作
業
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る
行
財
政
健

全
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
市
総
後
期
計
画
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

本
年
は
、
市
制
施
行
75
周
年
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
旧
図
書
館
を
活
用
し
た
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パース図

５月にオープン予定の「あやパーク」。まちなかに
新たな憩いの場が誕生します

旧綾部幼稚園を活用した「こども発達支援施設」。一人ひとりの発達に応じて支援します

第６次綾部市総合計画後期基本計画等の策定に当たり、綾部高校
の生徒と福知山公立大学の学生らが意見交換



ホール

給湯室

玄関 ◁ 入口

綾部市老人
クラブ連合会

あやべ
ボランティア
総合センター

綾部市中部地域包括支援センター
・あやべ生活サポートセンター

エレベーター

大会議室中会議室

小会議室

綾部国際
交流協会

エレベーター

綾部市
文化協会

京都綾部
ユニセフ協会

　会議室の空き状況の確認や予約申し込みはイン
ターネットからできますが、事前に利用者情報の
登録が必要です。詳しくは、市民協働課☎（42）
4248へ問い合わせるか、市ホー
ムページに掲載している利用案
内を参照してください。
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ハート交流センターの概要や
予約方法などはこちら

貸
会
議
室
は
３
部
屋

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
重

要
な
役
割
を
担
う
市
民
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
施
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
一
部
鉄
骨
造
２
階
建
て
延
床
面
積
約

６
１
５
平
方
㍍
で
、
事
業
費
は
約
１
億

９
５
０
０
万
円
で
す
。

　
館
内
に
は
、
市
民
団
体
等
が
研
修
や

打
ち
合
わ
せ
、
学
習
活
動
な
ど
に
利
用

で
き
る
大
・
中
・
小
の
貸
会
議
室
３
部

屋
と
市
内
６
団
体
の
事
務
所
を
整
備
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
無
料
で
使
え
る
Ｗ
ｉ

‐

Ｆ
ｉ
も
新
設
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
施
設
の
開
館
に
伴
い
、
あ
や

べ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
本
町
一
丁
目
）

と
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）
は
、
３
月

31
日
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。
長
い
間

ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

市
が
旧
図
書
館
（
新
宮
町
）
を
活
用
し
、
整
備
を
進
め
て
き
た
市
民
活
動

支
援
の
拠
点
施
設
「
市
ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
研
修
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
利
用
で
き
る
貸
会
議
室
を
設
け
、
自

主
的
・
主
体
的
な
市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

市
民
活
動
の
活
性
化
へ

ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

施設案内
所 在 地　綾部市新宮町91番地
開館時間　午前８時30分～午後10時
休 館 日　年末年始（12月29日～翌年１月３日）
主な機能　大会議室（収容人数24人）
　　　　　中会議室（収容人数16人）
　　　　　小会議室（収容人数６人）
料　　金　利用する会議室の広さや時間帯などに
　　　　　より異なります。詳しくは、市ホーム
　　　　　ページをご確認ください。
駐車台数　28台（貸館利用者専用）

１階

２階
記事ID5059
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府
へ
の
納
付
金
も
増

　
答
申
の
内
容
は
、
２
年
連
続
と
な
る

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
「
や
む
を
得
な

い
」
と
す
る
も
の
。
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
理
由
は
、
府
へ
の
国
保
事
業
費

納
付
金
が
増
加
し
、国
保
準
備
基
金（
貯

金
）
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
国
保
は
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
料
を
出
し

合
い
助
け
合
う
制
度
で
す
。
近
年
は
、

加
入
者
が
減
る
一
方
で
、
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
で
医
療
費
は
増
え
、

一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
も
増
加
＝

グ
ラ
フ
①
。
こ
れ
に
よ
り
、
府
へ
の
納

付
金
も
増
え
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
基
金

を
活
用
し
て
収
入
を
補
填
し
、
保
険
料

を
令
和
５
年
度
ま
で
11
年
間
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
基
金
残
高

は
年
々
減
少
＝
グ
ラ
フ
②
。
国
保
を
安

定
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
、
令
和
６
年

度
に
や
む
な
く
保
険
料
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

負
担
の
急
増
に
配
慮

　
現
在
の
医
療
費
水
準
に
見
合
う
保
険

料
額
に
す
る
に
は
、
約
15
㌫
の
引
き
上

げ
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
対
し
、
物
価

高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
加

入
者
の
負
担
に
配
慮
。
引
き
上
げ
幅
が

大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
基
金
を
活

用
し
、
令
和
７
年
度
の
１
人
当
た
り
の

保
険
料
は
９
万
９
０
４
８
円
と
、
昨
年

比
10
・
17
㌫
増
と
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
内
訳
は
、
医
療
給
付
費
分

が
６
万
８
９
７
９
円
（
同
比
18
・
52
㌫

増
）、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
２
万

２
７
３
９
円
（
同
比
２
・
26
㌫
減
）、

40
〜
65
歳
が
対
象
の
介
護
納
付
金
分
が

２
万
４
８
９
８
円
（
同
比
10
・
65
㌫
減
）

で
す
。
な
お
、
保
険
料
の
府
内
統
一
化

な
ど
を
見
据
え
、
今
後
も
毎
年
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　
市
は
引
き
続
き
、
歳
出
削
減
と
保
険

料
収
納
率
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

渡邊博幸会長＝写真左＝から答申を受ける山崎市長

市
は
２
月
４
日
、
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の
運
営
に
つ
い
て
、

市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
渡
邊
博
幸
会
長
）
に
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

市
は
こ
の
内
容
を
尊
重
し
、
関
連
予
算
案
を
市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

ほ
て
ん

8,000

7,500

7,000

6,500

6,000

人 万円

（年度）

（年度）

加入者数と1人当たりの医療費の推移

45

40

35

30

25

加入者数 1人当たりの医療費

H30 R１ R２ R３ R４ R５

〈グラフ①〉

〈グラフ②〉

基
金
減
少
し
厳
し
い
財
政
状
況
続
く

10
・
17
㌫
引
き
上
げ
へ

令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
料

5.0

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

億円

H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R５R４

国保事業費納付金

府全体の保険給付費等をまかな
うために必要な額を、市町村が
府に納付する負担金。納付額
は、各市町村の被保険者数や所
得水準、医療費水準などを考慮
して決められます。

国保準備基金残高の推移
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よ
く
働
く
ミ
ツ
バ
チ
を
１
０
０
匹
集

め
て
も
必
ず
一
定
の
割
合
は
サ
ボ
り
始

め
、
逆
に
サ
ボ
る
ミ
ツ
バ
チ
ば
か
り
集

め
た
ら
一
定
の
割
合
は
働
き
始
め
る

―

。
つ
ま
り
ハ
チ
や
ア
リ
な
ど
の
集
団

生
活
を
営
む
生
態
で
は
自
ず
か
ら

「
せ
っ
せ
と
働
く
」「
普
通
に
働
く
」「
あ

ま
り
働
か
な
い
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
そ
の
大
体
の
割
合
「
３
：

４
：
３
」
か
ら
「
サ
シ
ミ
↓
刺
身
」
の

法
則
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
で
待
遇
が

同
じ
で
あ
れ
ば
、
よ
く
働
く
ハ
チ
か
ら

不
満
が
出
て
き
そ
う
な
も
の
だ
が
、
ど

ん
な
に
真
面
目
な
ハ
チ
で
も
ず
っ
と
働

き
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
疲
労

時
の
交
代
要
員
と
し
て
普
段
は
働
か
ず

に
い
る
ハ
チ
の
存
在
が
、
持
続
的
な
組

織
運
営
の
上
で
は
欠
か
せ
な
い
と
の
説

も…

。
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と
こ
ろ
で
、
ミ
ツ
バ
チ
の
世
界
は
女

王
バ
チ
を
頂
点
と
す
る
専
制
社
会
の
典

型
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は

全
体
に
よ
る
集
団
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

が
存
在
す
る
と
い
う
。
例
え
ば
女
王
バ

チ
を
含
む
群
れ
が
新
た
な
巣
に
引
っ
越

す
こ
と
を
「
分
蜂
」
と
い
う
が
、
新
天

地
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
死
活
に

か
か
わ
る
大
き
な
決
断
を
下
す
際
に

は
、
数
百
匹
の
〝
探
索
ハ
チ
〞
が
持
ち

寄
る
候
補
地
の
情
報
を
ハ
チ
独
特
の
ダ

ン
ス
で
共
有
し
〝
民
主
的
な
〞
数
の
論

理
で
決
議
す
る
と
い
う
。
こ
の
過
程
で

何
と
、
女
王
バ
チ
は
狭
い
部
屋
に
閉
じ

込
め
ら
れ
蚊
帳
の
外
に
さ
れ
て
い
る
と

い
い
、
こ
れ
は
独
裁
的
な
指
導
者
に
よ

る
専
横
を
避
け
る
種
の
存
続
を
懸
け
た

知
恵
で
あ
る
と
か
。

ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
と
人
間
社
会
を
単

純
に
比
較
で
き
な
い
こ
と
な
ど
承
知
し

な
が
ら
も
、
人
類
が
永
い
時
間
と
大
き

な
犠
牲
を
払
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
民

主
主
義
を
、
自
国
第
一
主
義
や
保
護
主

義
を
声
高
に
掲
げ
て
一
蹴
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
台
頭
を
み
る
今
、
時
に
は
ミ
ツ

バ
チ
の
生
態
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
謙
虚

な
姿
勢
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。
そ
し
て

願
わ
く
ば
、
人
類
の
智
慧
が
少
な
く
と

も
ミ
ツ
バ
チ
よ
り
は
優
っ
て
い
る
と
信

じ
た
い―

。
山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

ミ
ツ
バ
チ
の
知
恵

ぶ
ん
ぽ
う

ま
さ ち

え

か

や
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多
彩
な
活
動
で
活
性
化
図
る

五
泉
町
の
市
志
は
、
平
成
18
年
の
水

源
の
里
条
例
の
制
定
後
、
初
め
て
指
定

を
受
け
た
集
落
の
一
つ
。
清
流
・
上
林

川
の
支
流
で
あ
る
畑
口
川
の
上
流
部
に

位
置
し
ま
す
。

平
成
19
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
フ
キ

オ
ー
ナ
ー
制
度
を
皮
切
り
に
、「
ス
イ

セ
ン
と
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
丘
」
や
「
ど
ん

ぐ
り
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
整
備
、
農

作
物
の
収
穫
や
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体

験
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

多
様
な
活
動
を
展
開
。
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
、
都
市
住
民
と
の
交
流
事
業

を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

近
年
は
、
休
耕
田
を
活
用
し
て
有
機

栽
培
し
た
大
豆
を
使
い
、
み
そ
や
こ
う

じ
を
作
る「
市
志
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
推
進
。
新
た
な
特
産
品
の
開
発
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。伊
勢
晃
代
表
は「
当

面
の
目
標
は
、
市
志
産
大
豆
の
み
そ
の

販
売
。
事
業
を
軌
道
に
の
せ
て
、
地
域

の
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
た
い
」
と
、
今

後
の
展
望
を
語
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
〝
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
〞

や
日
々
を
楽
し
く
暮
ら

す
コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

市
志

集落近くのミツマタ群生地。あやべ水源の里トレイルラ
ンのコースにもなっている

「市志大豆プロジェクト」として、昨年10月に開催
された枝豆の収穫祭。大豆作りには、毎回多数のボ
ランティアが参加している

7

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

胸の前で、両手同時に動かして
円を描く

両手の親指と人さし指を伸ばし
て、指先を向かい合わせる

今
月
の
手
話

暮
ら
し
、
生
活

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

無
関
心
が
差
別
を
助
長

講
師
の
本
江
さ
ん
は
、
自
身
が
受
け

た
結
婚
差
別
の
体
験
を
も
と
に
、
部
落

差
別
の
原
因
が
、
今
な
お
社
会
に
残
る

無
意
識
の
偏
見
や
思
い
込
み
に
よ
る
も

の
と
し
て
、
人
権
啓
発
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
自
身
の
活
動
拠
点
で
あ

る
三
重
県
で
起
き
て
い
る
差
別
の
現
状

に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
差
別
を
な
く

す
た
め
に
必
要
な
の
は
「
社
会
の
大
多

数
を
占
め
る
〝
無
関
心
〞
な
人
た
ち
を

反
差
別
行
動
者
（
差
別
を
な
く
す
た
め

に
努
力
す
る
人
）に
変
え
て
い
く
こ
と
」

と
語
り
ま
し
た
。
差
別
は
見
よ
う
と
し

な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。
差
別
の
実
態

を
知
ら
な
い
人
や
「
自
分
は
差
別
を
し

な
い
」
と
決
め
つ
け
る
人
は
、
誤
っ
た

情
報
を
信
じ
込
み
、
差
別
を
す
る
側
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
人
権
問
題
に
関
す
る
学

び
を
深
め
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
、
そ
し
て
、
差
別
を
「
し
な
い
」

で
は
な
く
「
許
さ
な
い
」
姿
勢
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
人
権
尊
重
の
輪
を

地
域
で
広
げ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
教
育
講
演
会

な
ぜ
部
落
差
別
に
つ
い
て
学
ぶ
の

〜
差
別
を
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　差
別
を
さ
れ
る
人
は
い
な
く
な
る
〜

反
差
別
・
人
権
研
究
所
み
え
事
務
局
次
長

本
江
優
子
さ
ん
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２
月
15
日
に
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）
で
開

催
さ
れ
た
講
演
会
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　綾部藩や九鬼氏に関係する資料のほか、江戸時代の綾部市
内に存在した山家藩や藤懸領に関連した展示も行います。

＜問い合わせ＞ 
　社会教育課（平日）☎(42)4328
資料館（土・日曜日、月曜日除く祝日）
　☎(43)1366　F(43)2134　住所：里町久田21番地の20

日　時　４月５、12日（土）、５月３日（土・祝）
　　　　　午前10時～、11時～、午後２時～、３時～
場　所　資料館横（屋外）
対　象　小学生以上
参加費　無料
その他　汚れてもよい服装でお越しください。
　　　　　※雨天中止

綾部市資料館春季企画展
「名探偵  土を掘る！～地面の下のミステリー～」

会　期 ３月25日（火）～５月18日（日）※月曜日は休館
時　間 午前９時～午後５時
場　所 資料館
入館料 無料

関連イベント

　実際の発掘調査の写真や出土遺物を使って説明をするほか、土器
の復元や実測道具の体験コーナーもあります。地面の下に眠る歴史
を知り、綾部の昔について楽しく学びませんか？

時 （ ） （ ）
発掘調査を体験しよう！親子でできる体験コーナー（20分程度）




